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第1. 丹波市生涯学習施設分析の目的
本分析は、既存施設のより効果的・効率的な利用を目的とし、総合的な生涯学習施設の再編計画を検討作成するうえでの基礎資料とすることを目的として実施するものです。

丹波市まちづくり部および教育委員会教育部文化財課が所管する生涯学習施設を対象に、市民および利用者の意向を踏まえ、類似施設の利用の効率化や特化、廃止、新設を含めて丹波市における生涯学習施設の抜本的な必要数及び配置の検討をおこなっています。

具体的な分析対象および手法については、次章をご確認ください。
第2. 施設分析の方法について
1.　 分析対象
丹波市及び丹波市教育委員会が所管する施設のうち、以下の施設を対象としています。分析対象施設は、「1.住民センター」「2.スポーツ施設」「3.その他生涯学習施設」「4.資料館」「5.文化ホール」の5つに分類し、そのうちスポーツ施設は同種の施設として「体育館」「グラウンド」「その他スポーツ施設」に分けて分析を行います。それぞれの施設について、所管課に「施設現状把握シート」を作成してもらい、施設の概要（設置目的、所在地、面積など）、行政コスト、利用者数などの情報を把握しています。
[image: image1.emf]利用者アンケート

調査種別 対象施設数アンケート件数

施設予約者（責任者） 30施設

488                    

施設個人利用者 3施設

194                    

資料館来館者 3施設

46                      


2.　 分析手法
以下の分析の実施にあたっては、平成22年度の利用状況および平成22年度に実施したアンケート調査の結果を用いています。
(1)  マトリックス分析
施設分析を行ううえで費用対効果の観点から、「利用度」（利用率＝利用時間／利用可能時間など）を成果ととらえ、一方、コスト効率については、「利用者１人あたり行政コスト」を用いて、２つの軸で各施設の評価を行っています。なお、行政コストには、取得価額を耐用年数で除き各年度に割振られたコストである減価償却費も含めています。各施設の分析は、下図のようにマトリックス図で、施設群での各施設の相対的な位置づけを示すことにより行います。
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利用度が高くなればなるほどグラフの上方向へ、コスト効率が高くなればなるほどグラフの右方向に位置づけられるように作成しています。利用度とコスト効率の２軸で、４つの象限にわけることができますが、①右上が利用度もコスト効率も高い施設、②右下がコスト効率は良いが、利用度が低い施設、③左上が利用度は高いが、コスト効率の低い施設、④左下が利用度もコスト効率も低い施設となります。
あくまで、市の中での相対的な分析であるため、右上にある施設が一般的にも優良な施設であるとは必ずしも言えません。しかし、少なくとも、現在の市保有施設のうちで最も優良な施設であると考えられますから、右上にある施設の管理運営状況は、他の施設が達成できる身近な目標数値として、施設の管理運営方法の改善に大きな意味を持ちます。
(2)  ５つの分析の視点
各施設の分析にあたっては、「①地域間の公平性（地域性）」「②施設の性能（機能性）」「③施設管理の経済性・効率性（効率性）」「④利用状況・利用者の満足度」「⑤将来的な需要（将来性）」の観点から分析を行っています。
上記の分析のうち、「①地域間の公平性（地域性）」では、地域による施設数の偏りがないかや、利用者の移動手段を基に施設の利用に不便はないかを見ています。
「②施設の性能（機能性）」では、利用者１人あたりの減価償却費によって、施設の建設費用がどの程度有効活用されているかを表し、またバリアフリー・耐震化等の状況から今後施設の維持のためにどれだけ改修が必要となるかを示しています。
「③施設管理の経済性・効率性（効率性）」では、利用者数と収支情報から、利用者１人あたりに市がどれだけの額を負担しているかを示し、効率的な経営が行えているかを分析しています。
「④利用状況・利用者の満足度」では、年間の稼働時間や稼働率を基に算出した当該施設の市民の利用状況と、アンケートによって満足度や利用頻度を分析しています。
「⑤将来的な需要（将来性）」では、アンケートを基に、利用者がこれからも施設を利用し続けるつもりなのか、一般市民がそもそも施設の存在を知っているのか、今後利用したいと思っているかについて、比較しています。加えて、将来的な利用者数は現在の利用人数から将来推計人口に比例して推移すると仮定して、将来利用者数を推計しています。
(3)  アンケートについて
丹波市及び丹波市教育委員会が所管する施設の分析にあたり、市民の皆さんの考えを反映させるため、施設の利用者ならびに一般市民に対して、施設に対する満足度や利用状況、今後の利用意向に関するアンケートを実施しました。
利用者アンケートとしては、施設を予約して使用した団体に対して実施した「施設予約者（責任者）用」、予約制ではなく個人で利用する施設の利用者に対して実施した「施設個人利用者用」、資料館の入館者を対象に実施した「資料館来館者用」の３種類があります。アンケート回答件数はそれぞれ、３０施設で行った「施設予約者（責任者）用」アンケートの回収数が合計４８８件、３施設で行った「施設個人利用者用」アンケートの回収数が合計１９４件、３施設で行った「資料館来館者用」アンケートの回収数が合計４６件となっています。
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アンケートごとに、その対象となった施設は以下のようになっています。
[image: image7.emf]
また、街頭調査として、各旧町の合計６箇所で住民センター・文化ホール及び、スポーツ施設への認知度や満足度などのアンケートを行いました。住民センター・文化ホールに対するアンケートが５８４件、スポーツ施設に対するアンケートが５３９件の回収数となりました。
[image: image8.emf]分類 施設名

1. 住民センター

柏原住民センター

氷上住民センター

青垣住民センター

青垣住民センター別館

春日住民センター

山南住民センター

ライフピアいちじま

2. スポーツ施設

柏原住民センター体育館

氷上住民センター体育館

大師の杜ホール

青垣住民センター体育館

春日体育センター

山南Ｂ＆Ｇ海洋センター

山南農業者等体育施設

三ツ塚ふれあいセンター愛育館

氷上総合グラウンド

青垣総合運動公園

春日総合運動公園

山南中央公園多目的グラウンド

スポーツピアいちじま

市島市民グラウンド

三ツ塚テニスコート（３面）

長尾テニスコート（４面）

山南武道場

谷川パターゴルフ場

友政グラウンドゴルフ場

3. その他生涯学習施設

氷上勤労青少年ホーム

青垣いきものふれあいの里

丹波布伝承館

さわさぎ館

市島生きがい創造いこいの家

柏原歴史民俗資料館・田ステ女記念館

水分れ資料館

青垣歴史民俗資料館

春日歴史民俗資料館・春日郷土資料館

市島民俗資料館

春日文化ホール

山南農村環境改善センター（やまなみホール）

ライフピアいちじま大ホール



その他

スポーツ

施設

体育館

グラウンド



4. 資料館

5. 文化ホール


(4)  施設の稼働率について
施設がどれだけ利用されているか、利用状況を見るために、下図のような丹波市公共施設予約システムのデータを基に各施設の稼働時間・稼働率を出しています。
ほぼ全ての施設において、月曜・年末年始の休館日を除く年間約３１０日、９時～２２時の１日１３時間が利用可能となっています。そのため、各施設の年間の利用可能時間は４,０００時間となり、稼働率はこの数値を基に算出しています。住民センターやその他生涯学習施設では、この稼働時間や稼働率を基に分析を行っています。
[image: image9.emf]街頭調査件数

街頭調査地域

住民センター

・文化ホール

アンケート件数

スポーツ施設

アンケート件数

計

柏原

151                           151                           302           

氷上

149                           149                           298           

青垣

64                             41                             105           

春日

101                           90                             191           

山南

22                             11                             33             

市島

97                             97                             194           

合計

584                           539                           1,123        

[image: image10.emf]利用者アンケート　対象施設について

アンケート種類 アンケート対象施設群・施設一覧

各住民センター 全施設

体育館 全施設

グラウンド

全施設（また、テニスコートがある場合はテニスコート単

独でもアンケートを実施）

その他スポーツ施設 山南武道場、三ツ塚テニスコート、長尾テニスコート

その他生涯学習施設

氷上勤労青少年ホーム、さわさぎ館、市島生きがい創造い

こいの家

施設個人利用者

スポーツ施設

（うち個人利用設備）

柏原住民センター（トレーニングマシンルーム）、青垣総

合運動公園（温水プール）、愛育館（トレーニングルー

ム）

資料館来館者 資料館 春日歴史民俗資料館、柏原歴史民俗資料館、水分れ資料館

施設予約者

（責任者）

[image: image2.emf]予約ID 施設 部屋 使用日 曜日 利用開始時刻 利用終了時刻 利用時間 設備使用 使用内容

2100301077-01 氷上住民センター 大会議室 2010/4/1木 9:00 11:00 2:00なし 会議

2100301078-01 氷上住民センター 陶芸館 2010/4/1木 9:00 17:00 8:00なし 会議

2100400062-01 氷上住民センター 第１小会議室 2010/4/1木 9:00 22:00 13:00なし その他

2100400062-02 氷上住民センター 研修室 2010/4/1木 9:00 22:00 13:00なし その他

2100301078-02 氷上住民センター 第２小会議室 2010/4/1木 10:00 14:00 4:00なし 会議

2100301079-01 氷上住民センター 和室 2010/4/1木 13:00 16:00 3:00なし 会議

2100301080-01 氷上住民センター 大会議室 2010/4/1木 20:00 22:00 2:00なし 会議

2100302553-01 氷上住民センター 体育館 2010/4/1木 20:00 22:00 2:00なし バドミントン

2100400062-03 氷上住民センター 第１小会議室 2010/4/2金 9:00 22:00 13:00なし その他

2100400062-04 氷上住民センター 研修室 2010/4/2金 9:00 22:00 13:00なし その他

2100301081-01 氷上住民センター 和室 2010/4/2金 19:30 21:30 2:00なし その他

2100301082-01 氷上住民センター 大会議室 2010/4/3土 9:00 11:00 2:00なし その他

2100400062-05 氷上住民センター 第１小会議室 2010/4/3土 9:00 22:00 13:00なし その他

2100400062-06 氷上住民センター 研修室 2010/4/3土 9:00 22:00 13:00なし その他

2100301083-01 氷上住民センター 第２小会議室 2010/4/3土 9:30 11:30 2:00なし 会議

2100302578-01 氷上住民センター つどいの間 2010/4/3土 9:30 12:00 2:30なし 会議

2100301084-01 氷上住民センター つどいの間 2010/4/3土 13:00 17:00 4:00なし 会議


施設のうち、住民センターやその他生涯学習施設の稼働状況は曜日や時間帯による偏りは少ないですが、スポーツ施設では夜間・土日の利用が多いなど、利用状況は曜日や時間帯によって違っています。そのため、スポーツ施設の稼働率の計算にあたっては、さらに時間帯別の稼働率も行っています。
時間帯別の稼働率計算では、時間帯を朝（９時～１２時）、昼（１３時～１７時）、夕方（１７時～２０時）、夜（２０時～２２時）の４つに区分し、その時間帯に１時間の利用があれば、１件の利用としています。そして、年間の利用可能日数である３１０日のうち、それぞれの時間帯に何件使用されているか、によって時間帯別の稼働率を算出しています。なお、この稼動件数は、時間帯をまたぐ利用の場合、それぞれの時間帯に１時間以上使用しているならば、それぞれの時間帯で１件としてカウントしています。
3.　 スポーツ施設の稼働状況について
(1)  全体
丹波市の有するスポーツ施設を体育館、テニスコート、野球場、多目的グラウンドに分類し、それぞれ全体の稼働率を算出しました。
この稼働率は、施設予約システムのデータを基に、分母である利用可能時間に対して、何時間使用されているかによって算出しています。利用可能時間は、休館日である毎週月曜日と年末年始を除いた年間３１０日、利用時間である１日の利用可能な９：００～２２：００の１３時間を基に、年４,０００時間として計算しています。なお、体育館などで半面を使用している場合は、その２分の１を利用時間として計上しています。
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[image: image3.emf]体育館

(８施設)

テニスコート

(２１面)

野球場

(３施設)

多目的グラウンド

(５施設)

利用可能時間

（時間）

32,000 84,000 12,000 20,000

利用時間

（時間）

10,498 8,936 4,195 5,403

稼働率（％）

32.8% 10.6% 35.0% 27.0%


(2)  時間帯別稼働率
上記の結果について、各時間帯によってそれぞれの施設群の稼働率がどうなるかをグラフで示しました。
なお、ここでは利用時間による稼働率ではなく、利用のあった件数を基に稼働率を算出しています。時間帯を午前（９～１２時）、午後（１３～１７時）、夕方（１７～２０時）、夜間（２０～２２時）の４つに区分し、その時間帯に１時間の利用があれば、１件の利用としています。時間帯をまたぐ利用の場合、それぞれの時間帯に１時間以上使用しているならば、２件としてカウントしています。同じ時間帯のうちに、前半後半で２組が使用している場合、２件のカウントになります。
それに対して分母は、年間の開館日数である３１０日となります。
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[image: image4.emf]体育館

(８施設)

テニスコート

(２１面)

野球場

(３施設)

多目的グラウンド

(５施設)

午前

32.6% 17.9% 42.6% 34.0%

午後

38.3% 24.4% 48.7% 37.7%

夕方

55.7% 5.1% 31.6% 12.2%

夜間

31.2% 5.7% 19.8% 7.6%


	体育館
	夕方が一番高くなっており、この時間帯だけ50%を超えています。

	
	時間帯による差がそれほど無く、夜間にも稼働率が下がっていません。

	
	これは屋内施設で照明が整っているからと考えられます。

	テニスコート
	２１面を合計しての稼働率であり、なかにはほとんど利用されていない面もあるため、全体的に他施設より稼働率が低くなっています。夕方以降の利用はほとんどありません。

	野球場
	午前・午後の稼働率が高く、夕方・夜間に稼働率が低くなっています。

	多目的グラウンド
	午前・午後の稼働率が高く、夕方・夜間に稼働率が落ちていることから、照明の有無が影響していると考えられます。


(3)  曜日別稼働率
同じく、曜日によって稼働率がどう違うかを示しています。上記の時間帯別稼働率の件数を基に出しており、分母は年間の各曜日の５０日×４時間帯として算出しています。
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	体育館
	４０％前後で安定的に推移しており、曜日による差はそれほどありません。

	テニスコート
	平日は１０％を切る稼働率なのに対し、土日は２０～３０％となっています。

	野球場
	火曜～日曜に段々と高くなっており、土日の稼働率が高くなっています。

	多目的グラウンド
	平日は１５％前後の稼働率なのに対し、土日は４０％弱となっています。


(4)  施設の種類ごとの方向性
上記結果から、テニスコート・多目的グラウンドは、夜間はあまり使われない施設であるため、平日の稼働率が低くなっていること、体育館は、夕方の利用が一番多く、夜間の利用も一定程度あるため、曜日による稼働率の差がそれほどないことが指摘できます。
照明などあらたな設備投資を考慮せず、現状の稼働状況のみをもとに算出した「必要な施設数」は以下のとおりです。
	
	現在の施設数
	全体稼働率
	全体稼働率

からみた

必要な施設数
	最も利用の
多い時間帯の稼働率
	最も利用の多い時間帯の稼働率からみた

必要な施設数

	体育館
	８施設
	３２．８％
	２．６施設
	土日の午前

６４．４％
	５．２施設

	テニスコート
	２１面
	１０．６％
	２．２面
	土日の午後

５４．１％
	１１．４面

	野球場
	３施設
	３５．０％
	１．１施設
	土日の午後

６８．０％
	２．０施設

	多目的グラウンド
	５施設
	２７．０％
	１．４施設
	土日の午後

７０．６％
	３．５施設


第3. 主な分析結果
分析の結果は以下のとおりです。

1.　 住民センター

地域間の公平性などの観点から、現状の６施設を維持しつつ、稼働率の低い部屋については貸室の対象からはずし、積極的に別の用途を検討することが望ましいといえます。

青垣住民センターは、建て替えが必要となった際、別館の建て替えを行わず本館に統合し、施設規模の適正化を図るべきである。また、他のセンターについても、稼働率の低い部屋を除外した設計とすることで建設および維持管理にかかるコストを削減することが必要です。

また、住民センターの施設数を維持する分、同様の貸室機能をもつその他社会教育施設の廃止を検討する必要があります。
2.　 スポーツ施設

(1)  体育館

現状の稼働状況等を勘案し、まずは現在の８施設から５施設に整理することが望ましいといえます。その際、地域間の公平性や現状での稼働率、施設の機能等から、山南Ｂ＆Ｇ海洋センター、氷上住民センター体育館、春日体育センターの廃止を検討することが必要です。
５施設とした後には、まず、市のシンボルとなる設備、機能を備えた体育館を立地条件のよい場所に建設し、これを補完する体育館として、現在の山南及び市島の体育館がある場所に、愛育館と同規模の体育館を建替えることで、最終的に３館とすることが考えられます。
(2)  グラウンド

現状の稼働状況等を勘案し、野球場は２施設、多目的グラウンドは３施設を存続させることが適当であるといえます。地域間の公平性および施設の機能から、それぞれ市島市民グラウンド、氷上総合グラウンドの野球場および多目的広場を見直しの対象とすることが考えられます。
存続させる野球場・多目的グラウンドについても、とくに建替え時に必要性の高い施設に限って建設することで、建設にかかるコストおよび維持管理費の削減を図るべきです。

なお、春日総合運動公園は、立地および備えている機能から市の中心的な総合運動公園として位置づけ、プール以外の野球場、多目的グラウンド等を維持しながらより一層の利用向上を図ることが考えられます。
(3)  プール

利用状況、スポーツおよび健康管理・維持増進の観点から、年間を通して利用できる青垣総合運動公園温水プールを存続させることが効果的です。しかし、当施設は減価償却費に加え維持管理費用といった将来支出も大きいこと、民間の施設とも競合することから、青垣総合運動公園全体としての指定管理や売却といったより効率的効果的な管理運営方法の検討を進める必要があります。

(4)  その他スポーツ施設

テニスコートは、現在の稼動の状況や市民の知名度・利用期待を踏まえ、市島地域に２つあるテニスコートの１つである長尾テニスコート、および氷上総合グラウンドテニスコートを野球場、多目的広場と一体的に廃止することが考えられます。
友政グラウンドゴルフ場は現在の利用状況を考慮し、利用者・地域への譲渡もしくは廃止を検討することが考えられます。
山南武道場は市内唯一の武道場ではありますが、利用の中心は学生であり、市内中学校に４つの武道場があるため廃止することが望ましいと考えられます。
3.　 その他生涯学習施設

住民センターに近い機能を有する施設

氷上勤労青少年ホームは氷上住民センターと隣接しており、利用が住民センターにない軽運動室に偏っていることから、将来的には氷上住民センターの建て替え時に軽運動室を配置したうえで、氷上勤労青少年ホーム自体は廃止すべきです。
さわさぎ館は利用状況および代替的に利用できる施設があることから、早期に廃止することが望ましいといえます。
市島創造いこいの家は、現時点では利用状況やコスト面で大きな問題はないと考えられますが、同様の機能を隣接するライフピアいちじまが有していることから、建替えは行わないことが望ましいといえます。
資料館に近い機能を有する施設

丹波布伝承館は現状のまま効率的・効果的な運営に努めることとし、青垣いきものふれあいの里は冬季休館とし、その間は展示品の一部を青垣住民センターの空き室に移すなどの工夫が必要です。
4.　 資料館

資料館については、来館者数や来館者の満足度等から、柏原歴史民俗資料館を市全体の資料館とし、水分れ資料館は氷上町石生・水分れの地勢・歴史に関するガイダンス施設として存続させることが望ましいと考えます。
5.　 文化ホール

市民の芸術・文化活動を支援するという文化ホールの目的を維持するため、今ある３つのホールのうち、もっとも設備が整っており、市民の満足度や知名度も相対的に高いライフピアいちじま大ホールを残し、春日文化ホールとやまなみホールはホール機能（舞台の演出機能）を廃止して、多人数での研修会、集会等に利用する貸し部屋として用途を変更し、使用不能となった時点で取り壊すことが考えられます。

また、ライフピアいちじま大ホールを更新する際は、より市民の利便性の高い場所に建設することで、市民ホールとしての機能をより高めることが望ましいといえます。

